
前
回
二
九
九
七
年
）
福
岡
市
で
は
同
じ
演
題
で
山
本
渓
山
（
一

八
二
七
’
一
九
○
三
）
の
『
入
越
日
記
』
二
八
五
一
年
成
立
）
を
取

上
げ
た
が
、
今
回
は
紀
州
和
歌
山
藩
医
、
本
草
家
畔
田
翠
山
二
七

九
二
’
一
八
五
九
）
の
移
し
い
著
作
（
推
定
五
七
部
三
三
一
巻
）
の
う

ち
、
標
題
に
関
連
す
る
次
の
五
書
を
取
上
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
『
白
山
の
記
」
（
文
政
五
年
、
三
五
丁
）

②
『
白
山
草
木
志
』
（
同
年
、
上
二
○
丁
、
下
一
二
丁
）

③
『
立
山
草
木
志
」
（
推
定
同
年
、
上
の
み
一
七
丁
）

側
『
北
越
卉
牒
」
（
未
詳
、
上
五
四
丁
、
下
五
一
丁
）

⑤
『
北
越
物
産
附
図
』
（
未
詳
、
一
七
丁
）

（
カ
ッ
コ
内
は
成
立
の
年
と
紙
数
を
示
す
）

右
の
①
②
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
、
文
政
五
年
六
月
、
三
一
歳
の

翠
山
は
福
井
か
ら
勝
山
を
経
て
白
山
に
登
っ
た
。
①
は
そ
の
紀
行

12

江
戸
期
本
草
家
の
北
陸
へ
の
関
心
口

畔
田
翠
山
の
白
山
・
立
山
紀
行

正
橋

剛

一
一

文
で
、
風
物
の
ス
ケ
ッ
チ
（
一
六
図
）
と
と
も
に
優
れ
た
山
岳
誌
を

な
す
。
②
は
そ
の
採
薬
記
録
で
草
五
九
種
、
苔
三
種
、
木
二
八
種

計
九
○
種
を
収
め
た
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
（
た
だ
し
付
図

は
な
い
。
な
お
右
二
言
は
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
）

白
山
の
後
翠
山
は
越
中
立
山
へ
登
り
、
③
は
そ
の
記
録
で
あ
る
。

目
録
に
は
二
七
品
目
を
挙
げ
る
が
、
本
文
に
は
こ
れ
以
外
の
品
を

含
め
て
三
八
品
目
を
記
し
、
付
図
一
八
を
添
え
て
い
る
。
現
在
の

立
山
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
水
芭
蕉
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
ト
ウ
ヤ
ク
リ

ン
ド
ウ
、
チ
ン
グ
ル
マ
、
シ
オ
ガ
マ
、
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ハ
イ

マ
ツ
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
雷
鳥
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
③
の
内
題

は
「
立
山
草
木
志
上
」
と
あ
る
が
、
下
巻
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
上
巻
々
未
は
立
山
の
硫
黄
・
温
泉
に
及
ん
で
い
る

の
で
、
当
時
翠
山
の
用
い
た
分
類
・
記
述
順
で
は
そ
れ
な
り
の
完

結
と
見
ら
れ
、
当
初
の
予
定
を
変
え
、
上
巻
の
み
で
脱
稿
し
た
と

見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

側
と
⑤
の
成
立
年
代
は
決
定
で
き
な
い
が
、
内
容
は
②
③
を
遙

か
に
超
え
、
飛
躍
的
に
増
強
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
側
の
上

巻
五
四
丁
は
草
類
に
あ
て
ら
れ
、
一
二
九
種
と
五
九
図
、
下
巻
は

蔓
草
、
苔
、
穀
菜
瓜
、
木
の
小
計
九
九
種
の
ほ
か
、
禽
、
獣
、
虫
、
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魚
、
介
、
金
石
、
水
火
、
飲
食
ま
で
五
一
種
で
計
一
五
○
種
三
五

図
（
上
下
二
巻
の
計
二
七
九
種
九
四
図
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
翠

山
は
下
巻
で
ツ
グ
ミ
を
引
合
い
に
出
し
て
雷
鳥
を
記
述
す
る
が
、

雷
烏
の
図
も
ツ
グ
ミ
に
似
て
、
と
て
も
雷
烏
に
は
見
え
な
い
。

最
後
の
⑤
は
目
次
も
付
図
も
欠
く
が
、
内
容
に
は
一
応
の
区
分

が
あ
り
、
草
五
四
種
、
穀
菜
一
二
種
、
木
三
八
種
、
雑
二
九
種
の

計
六
七
種
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
耆
名
に
は
側
と
の
一
貫
性
を
欠

く
憾
み
を
残
す
が
、
側
を
さ
ら
に
追
補
す
る
意
図
の
も
と
に
編
集

さ
れ
た
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

次
の
点
に
留
意
し
て
、
右
記
五
害
を
通
覧
す
る
と
、
こ
れ
ら
の

成
立
の
過
程
が
推
論
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

Ｈ
収
録
品
目
数
と
紙
数
Ｉ
②
は
九
○
種
、
③
は
三
八
種
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
側
で
は
以
上
に
上
乗
せ
し
て
新
た
に
魚
・
介
な

ど
を
含
め
た
の
で
前
記
の
通
り
、
内
容
は
二
倍
以
上
に
ふ
え
、
さ

ら
に
そ
の
後
⑤
が
追
補
さ
れ
た
。
当
然
な
が
ら
紙
数
も
大
幅
に
増

加
し
た
。

口
採
取
地
域
の
拡
大
Ｉ
②
と
③
は
白
山
と
立
山
に
限
ら
れ
た

の
は
当
然
と
し
て
、
側
で
は
越
前
や
越
後
で
の
品
目
が
加
わ
り
、

と
く
に
⑤
に
は
越
前
の
品
目
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

日
個
々
の
品
目
の
記
述
の
精
粗
Ｉ
㈱
⑤
で
は
品
目
が
ふ
え
た

の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
記
述
内
容
が
他
面
的
と
な
り
、
各
地
域
で

の
状
況
を
同
時
に
併
記
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
際
、
チ

ン
グ
ル
マ
を
例
に
と
る
と
、
③
で
は
「
立
山
御
田
原
二
多
シ
」
と

あ
っ
た
の
が
、
側
で
は
「
立
山
白
山
頂
上
二
多
シ
」
と
変
化
し
、

や
や
も
す
れ
ば
採
取
地
が
山
頂
へ
と
移
行
す
る
傾
向
が
散
見
さ
れ

た
。
歳
月
の
経
過
と
と
も
に
、
や
や
も
す
れ
ば
印
象
の
強
か
っ
た

山
頂
へ
と
採
取
地
が
移
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
取
上
げ
た
一
連
の
書
物
の
最
初
の
三
冊

は
よ
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
近
く
成
立
し
、
後
二
者
（
側
⑤
）
は

よ
り
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
的
特
長
を
示
し
て
い
た
。
旧
来
の
薬
用
植
物

を
中
心
に
始
ま
っ
た
本
草
学
が
、
次
第
に
そ
の
有
用
性
を
離
れ
、

地
域
的
な
動
植
物
の
分
布
状
況
を
中
心
に
お
い
た
博
物
学
へ
と
発

展
し
、
そ
の
志
向
の
強
か
っ
た
翠
山
が
自
己
の
調
査
を
集
大
成
し

て
行
く
経
過
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
因
白
雲
会
呉
羽
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
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